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紀三井寺はやし
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※定例研修は支部間で可能な限り日程がかさならないようにと努めています。所属支部の研修に出席できない時は、事前に支部長又はサポセンに連絡し都合の良い他支部の研修会に参加してください。
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　　和歌山保護司会・更生保護女性会・ＢＢＳ会共催　　和歌山保護観察所後援
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日
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東支部

更生保護女性会 更生保護女性会設立55周年記念大会
11 14

12

12

管外研修（社会資源研修）　松山刑務所施設見学

更生保護女性会
和歌山保護司会

12

第３期定例研修　　生活環境調整について　講師　担当保護観察官

第３期定例研修　　生活環境調整について　講師　担当保護観察官

12
管外研修（社会資源研修）　施設見学

 観察所4階会議室

午前１０：００～２回

午後１３：００～2回

開催日

第３期定例研修　　生活環境調整について　講師　担当保護観察官
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11
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日

月

月
紀三井寺はやし

松山刑務所

紀三井寺はやし

和泉学園


